
様式２

1 基本情報

・ 牧場の維持管理に関すること
・ 牧場の使用の承認に関すること
・ 乳用牛及び肉用牛の飼養管理に関すること
・ 利用者への便宜の供与に関すること
・ 利用の促進に関すること

2 利用状況を把握するための指標 3 令和５年度の収支状況 （単位：千円）

※指定管理者が同一のため、岐阜県飛騨牧場分と合算計上

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

納　　 　付 　　　金 1,823

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

・引き取り手のいなくなった初妊牛(フリー牛)の斡旋
について、普段牧場を利用していない酪農家でも譲
渡希望があれば申し込みやすくなるように、斡旋ルー
ルを周知してほしい。

・これまでは、県域の酪農関連団体を通じて傘下農協への周
知を行う際、普段利用されている方を優先してきたが、R5.12
月からR6.3月まで当面の間の措置として、当該農家で希望
のない場合は牧場未利用農家への譲渡を可能とした。

・飼料高騰が続いているが、経費縮減に向けて、自
給飼料増産の効果検証や生産物の生産原価と販売
価格のつり合いを把握する等、各々の取組みの収支
バランスに着目されたい。（飛騨牧場と共通の意見）

・経費縮減に向けて、高騰している飼料関係にあっては国産
飼料（ＷＣＳ）の利用も進めるなど経費を減らす流れを整える
ことを重要視し、運営改善に取り組んでいく。

人   件   費 117,643

施設管理費 391,983

そ   の   他 30,406

差   　　　　　　  引 21,830

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：頭）

収  入  計 561,862

利 用 料 金（利用料金なしの施設） 0
Ｒ３ 821

指定管理料 19,538
Ｒ４ 895

そ   の   他 542,324
Ｒ５ 2,715

支  出  計 540,032

令和５年度　指定管理者評価結果票

所     管     課 農政部　畜産振興課

評価対象期間 R5.4.1 ～　R6.3.31

指 定 管 理 者

名     称 一般社団法人　岐阜県農畜産公社

構 成 員 　　－

所 在 地 岐阜市薮田南５－１４－１２

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県東濃牧場

所 在 地 恵那市長島町鍋山４－６６

R3.4.1 ～ R8.3.31
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様式２

5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

S
・適正な施設運営及び飼養管理がなされており、利用者から、施設職員の対応、施設の存在意義に
ついて高く評価されている。
・牧場の経営状況に影響を及ぼしている輸入飼料価格の高騰については、指定管理者が対処しき
れる問題ではないものの、自給飼料率向上や、得られるはずの収入が低減しないような対応は引き
続き必要である。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 4.3 ・公共性が確保された利用が行われている。

経営状況 3.9

・飼料価格の高騰という外的要因により収支が実質赤字となったことに
ついて、短期的には国産飼料の増産・利用比率を高めるなど、指定管理
者においても改善に努められたい。中長期的には、業務内容及び預託
形式の見直しに着手されたい。
・フリー牛が安価に取引されがちである事実は経営上望ましくないため、
発生の恐れがあるときは、迅速に対応いただきたい。

派生的効果 4.3

・東濃牧場では乳牛の生産基地として、乳牛の安定供給及び県内の生
乳生産量の維持に貢献し、岐阜県の酪農振興に寄与している。また、県
民の日常生活に必要な牛乳・乳製品生産を下支えしている。
・まきば館について、家畜防疫上の困難さがあることは理解したが、もっ
と利用してもらい、施設のイメージアップに繋がるとよい。

５ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 4.3 ・アンケート結果から、利用者からの要望、意見等について、職員は適切
かつ十二分に対応している。引き続き、適切に対応してもらいたい。

設置目的の充足状況 4.3

・フリー牛が多数発生の恐れのあるときは、業務規程上の支障がなけれ
ば初妊牛の評価日程を早め、また、広報を強化する等の対応策により、
早めの対応ができるように検討をお願いしたい。
・牧場及びまきば館について、積極的な広報活動を行い、施設の利用状
況をより充足させてもらいたい。


